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3 1 　肝切除を施行した肝類上皮性血管内皮腫の一例
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症例は 7 4 歳男性. 血尿, 微熱 の 主訴にて 来院

し
, 腹部 C T 検査 に て 多発 肝腫 癌を 指摘 さ れ ,

2 00 2 年 7 月 2 2 日入 院と な る . 腹部 M R I にて 肝

S 8 に約 4 c m の腫癌性病変を認め, T l 強調画像で

低信号, 辺縁は さ ら に低信号,
T 2 強調画像で は高

信号, 中心 はさらに高信号 を呈 した . 他右菓中心

に多発する腫癌性病変認 め た
. 腹部血管造影検査

で は腫疫辺縁部か ら経時的に中心部に向か い 濃染

された
. 超音波下肝生検で は硬化型胆管癌, 転移

性肝癌 の 鑑別 に難渋 し
,
9 月 1 7 日に肝中央2 区域

切除術を施行 した . 腫癌 の
一

部に免疫染色より第

Ⅷ因子の 局在が観察され, 類上皮性血管内皮腫と

診断 された .

【考察】 肝原発の類上皮性血管内皮腫 は稀な血

管内皮系の 腫癌 でその 臨床経過 は比較的緩徐で あ

り
,
治療法に関 して

一

定の 見解が得られて い ない .

今回, われわれは針生検後, 硬化型胆管癌, 転移

性肝癌 と の 鑑別 に難渋 し
, 肝切除術を施行 した葉

上皮性血管内皮腫 の 1 例を経験 し た の で 報告 す

る .

3 2 　 4 年間経過観察をしている肝類上皮血管内皮

腫の一例
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新潟大学第三内科
*

症例は 61 歳, 女性. 主訴は
, 悪JL ､

, 幅吐 . 平成

10 年 11 月 10 日, 悪心, 暗吐を主訴に入 院. 腹部

エ コ
ー

にて , 肝 S l - 8 に 3 - 4 c m 大 の 不整形 な低

エ コ ー 域を認 めた
. C T で は , 造影 C T で は辺緑部

の み 造影 され , 両案 に小 腫 癌 が 散在 し て い た .

M R I で は
,

T l 強調画像で は
,

主病巣は辺縁低信

早 , 内部等信号で , T 2 強調画像で は, 辺禄高信号,

内部等信号 と して
,

血管造影像で は
, 実質層で 主

病巣に
-

鼓 して辺縁 の み淡 い 潰染像を認め た . 肝

生検にて
, 第Ⅷ因子 関連抗原, C D 34 免疫染色 に

て染まる
, 大型の 紡錘形の 腫癌細胞を認め

, 肝類

上皮血管内皮腫 と診断さ れた . 定期的に抗癌剤動

注療法を施行 し
,

4 年 4 ケ 月経過 して い る が
, 腫

療部 に大きな変化は認め て い ない
.

3 3 　胃静脈瘤破裂で発症し，生体肝移植を施行さ
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私達は胃静脈癌破裂で発症 し, 生体肝移植を施

行され た B u d d ェC hi a ri 症候群の 1 例を経験 した

の で報告す る . 症例 は 5 3 才女性 . 1 9 9 8 年より検

診 に て肝機能異常を指摘 された が, 原 因不明であ

っ た . 2 002 年 3 月に吐下血 を認め
,

G IF にて胃静

脈癌破裂と診断され E V L を施 行 し た . 腹部エ コ

ー 上, 肝静脈 の 血流を認めず, 門脈血 の 逆流を認

め た . 5 月 に胃食道静脈癌 ･ 門脈庄元進症 ･ 肝静

脈 狭 小 化 の 精査 加 療 目 的 で 当科 に 入 院 し た .

C T I M RI 上
, 下大静脈の 閉塞 ･ 狭窄は認 め られ

なか っ た . 肝静脈が 3 枝と も に狭窄し た B u d d -

C hi a ri 症候群を疑 い
, 9 月 17 日に姉を ドナ

ー

と し

た生体 肝移植 を施行 し
, 良好 な経過 を得 ら れた .

摘出肝の 病理所見で は肝静脈の 著明な線維性狭窄

を認 め た . Ⅳ型 B u d d - C bi a ri 症候群 は生 体肝移

植の 良い 適応で ある と考え られた .


